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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年6月21日(2012.6.21)

【公開番号】特開2011-125043(P2011-125043A)
【公開日】平成23年6月23日(2011.6.23)
【年通号数】公開・登録公報2011-025
【出願番号】特願2011-5325(P2011-5325)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  40/20     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/18     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  64/00     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ３５３　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ６３３　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５０９　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年5月8日(2012.5.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
他の観点によれば、方法は、どのノードチャネルを利用するかを決定することと、信号強
度測定値およびルーチング状態を集めることを含むことができる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　図１３を参照すると、図１２を参照して図示され説明されたネットワークと類似する自
己設定アドホックネットワークを構成するために、ＷＬＡＮおよび／またはＷＷＡＮ技術
を利用するための手順１３００が図解される。方法は１３０２において始まる。各ノード
は、そのＧＰＳ座標を示すためにＷＷＡＮチャネル利用する。これはＮＭシステムに通信
することができる。１３０４において、各ノードのロケーションの知識を有するＮＭシス
テムはイニシャルトポロジーを作成することができる。トポロジーは、ノードとノードか
ら、ファイバによりＷＡＮに接続されたノードへの異なるルートとの間の豊富な接続性を
得るように設計される。また、１３０６において、ＮＭシステムは使用されるチャネル並
びにルーチングを決定することができる。１３０８において、各ノードに関係する情報は
、ＷＷＡＮにダウンロードすることができる。ワイヤレスホットスポットがアクティブに
なると、１３１０においてさらなる測定を収集することができる。１３１２において、受
信された信号強度は、ＮＭシステムに送信することができる。ＮＭシステムは、実際のフ
ィールド状態を考慮するためにイニシャルトポロジーとルーチングを利用することができ
る。さらに、アクセスポイントは、自分自身を同期させるためにＷＷＡＮにより発生され
たタイミング情報を利用することができる。
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